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佐賀県における家畜排、濯物由来の窒素の生産量と受け入れ可能量の推計
一一一耕音連携システム研究:序章一一ー
小林恒夫・権藤幸憲・麓誘市郎
佐賀県唐津市松南町152-1 佐賀大学海浜台地生物環境研究センター
Estimate of the Production and the Ability of Absorption of the 
Nitrogen Discharging from Livestock in Saga Prefecture 
Tsuneo KOBAYASHI， Yukinori GONDOH and Yuichiro FじMOTO
Coastal Bioenvironment Center， Saga University， 
152-1， Shonan-cho， Karatsu， Saga 847同0021，Japan 
要約
1995年センサスを用いた計算結果から佐賀県の家畜排摺物窒素の生産量は受け入れ可能量をまだ若
干下回っているとされていたが、筆者らの2000年センサスを利用しての計算結果からは若干ではある
が前者が後者を上回るに至り、佐賀県もついに南九州同様に家畜排摺物由来の窒素の過剰生産県に転換
したと判断される。
同時に、県内には大きな地域差がみられ、北西部の上場合地、伊万里市、および西有田町と南部の太
良町に耕地の受け入れ可能量の 2~3倍、地域によってはそれをはるかに上回る水準の家畜排椴窒素量
が発生している窒素過剰地域が存在する。堆肥の撞類からみると、上場合地と伊万里市では牛糞堆肥、
西有田町と太良町では鶏糞准肥が主体となるが、窒素換算での過剰量は上場台地では600余トン、唐津
市で300余トン、伊万里干IJでは600余トン、太良町で500余トン、間有田町で400余トンと推定される。
他方で、佐賀市、 }I郎町、および白石町を筆頭とする佐賀平坦と白石平閣においては、多くの堆肥不足
市町村が存在、堆肥の存在および過不足において県内には地域的に2極分化がみられ、このような堆肥
不足地域において、どのような農家や経営が、どのような准肥をどの程度求めているのか、その需要構
造を把握することが今後の研究課題となる。
Summary 
According to 1995 agricultural census， inSaga prefecture production of nitrogen discharg-
ing from livestock was stil lower than the land permissible amount. 8ut According to our calcu-
lation made use of 2000 agricultural census the former is more than the latter conversely. So 
we judged that Saga prefecture changed to excess prefecture of excrement discharging from 
livestock in the same way south Kyushu area. 
Simultaneously in Saga prefecture regional differences exist and there are surplus compost 
areas， for example Uwaba-daichi， lmari，同city，Nishiarita-town and Tara伺town.There are the 
excess nitrogen areas discharging from livestock. And that quantity reaches from two to third 
times of the land permissible amouロt.We guess that surplus quantity is about 5 million ton in 
Uwaba-daichi， about 3 million ton in Karatu-city， about 6 million， about 4 million ton respec-
tively Nishiarita-town and Tara“town respectively. While in Saga flat plain represented Saga“ 
city， Kawazoe-town and Shiroishi但town，there are short of compost. ln Saga prefecture， the 
relation between supply and demand of compost is divided into surplus area and short area. 
キーワード (KeyWords) 家畜排世物 (Dischargingfrom Livestock)、窒素 (Nitrogen)、上場合
地 (Uwaba-daichi)、耕畜連携(Jointbetween Cultivate Husbandry and Livestock Husbandry) 
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1.課題
佐賀県東松浦半島(上場台地)の農業は肉用牛
経営や養豚経営等の畜産経営を中心とする施設型
農業の発展により大きく前進し、県内の主要な農
業地域となりつつある。県内のみならず全国的に
みてもかつての農業先進地域は佐賀平野であった
が、今やそれは上場台地に取って代わったといっ
てもよい。しかし、畜産経営の発展の影の部分と
して家畜排地物の処理問題がクローズアップされ
てきた。その根本的要因が日本の畜産が輸入飼料
に依存して発展してきた点にあることはいうまで
もない。ただ幸い、日本全体としては、農地が闇
内畜産からの家畜排世物(窒素)の全量を吸収・
利用することは可能であるといわれている(註
1 )。ところで家音排般物(窒素)利用が全て県
内で完結すると仮定した場合、 1995年農業セン
サスデータからみて、九州において家畜排准物
(窒素)の生産量が耕地の受け入れ可能量をまだ
下田っているのは表1のように福岡県と佐賀県の
2県だけだとされた(向上)。
表1 家畜排;世謹棄の遅不足状況 (1000トン)
区 分 家畜ふん尿 農地へ利用からの窒素量 可能な窒素量
全国
九州
福岡県
佐賀県
長崎県
熊本県
大分県
宮崎県
鹿児島県
資料:樽本 (2001)、 p.47o
さて、では2000年農業センサスが公表された
段階でも、佐賀県では家畜排濯物由来の窒素量の
生産量を県内の耕種部門は受け入れ可能な状態な
のであろうか。
そこで、この疑問に応え、また家畜排濯物の生
産・利用の状況には地域差が大きいといわれてい
るため、さらに県内の市町村ごとの動向を考察し、
佐賀県内の全体構留を把握することを本稿の課題
としたい。
2.翠義換算による家寵排浩物の生産量と耕地の
受け入れ可能震の推計の諸仮定
( 1 )家畜から排泊される窒素量のデータにつ
いては築城・原田(註2)の成果を利用す
るケースが多いため、本稿でもこれを利用
する。
(2)耕地の窒素受け入れ可能量のデータにつ
いては志望一一(註3)を利用するケース
375 503 
97 66 
6 10 
7 8 
8 6 
14 14 
6 5 
30 10 
27 14 
が多いため、本稿でもこれを利用する。
(3) 2000年農業センサスのデータが築城・原
出(註2)のデータに対応していない場合
は、 2000年の『畜産統計Jから類推し推定
した。
(4)樽本(註 1)は窒素の大気中への揮散童
を畜種にかかわらず一律30%としているが、
本稿では、この点にもう少し踏み込んでい
る西尾(註4) による乳用牛26%、肉用牛
17%、勝43%、鶏25%というデータを採
用した。
(5) 県全体の推計には f農家以外の農業事業
体Jのデータ(註5) も合めたが、その市
町村データは公表されていないため、市町
村の推計データは「農家(販売農家)Jのみ
に限らざるをえなかった。
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3.推計結果
2000年センサスデータを利用した推計から、
佐賀県では家畜排准物由来の窒素の生産量はその
耕地による受け入れ可能量を若干上回るに至っ
た。いわば20世紀末に佐賀県でも家畜排地物由
来の窒素が不足から過剰に転じた。密1はその内
訳をみたものである。生産量において鶏からの割
合が53%と過半を占め、次いで肉牛からのもの
が34%と約3分の lを在め、両者で9割近く
(87%) に達していることが注自される。地方、
受け入れ可能量として最大の作物は麦類の32%
であり、次いで、稲が28%であり、この両者で6
割を占めていることも注目される。すなわち、生
産量においても受け入れ可能量においても2大部
門が存在していることが特徴であることをひとま
ず指摘しておきたい。
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図1 佐賀県における家畜排濯物由来の室棄の生産量と受け入れ可能量およびその内訳 (2000年)
資料:2000年農林業センサス。
一方、市町村別にみると「過剰である」市町村
と「不足しているj市町村の両方が併存しており、
地域的なアンバランスが存在する。そこで、その
点を示したのが図2である。
国2は耕地の受け入れ可能量に対する家畜排市
窒素量(樺散量を除く)の割合を市町村別に示し
たものである。このことを、耕地における受け入
れ可能な窒素量の最大限をコップに例え、家畜排
地物(窒素)の発生震を水に例えるならば、
100%以下ならば家畜排地物量がまた、受け入れ可
能であること、コップはまだいっぱし、(満杯)に
なっていないこと、つまり家畜排世物窒素量が基
本的に「不足しているJことを意味し、 100%を
超える場合はコップに水が入りきれない(こぼれ
る)状態、つまりそれが「過剰であるj状態を示
す。
さて、このようにしてみた場合、家畜排准窒素
量が耕地の受け入れ可能量を超えて「過剰であるj
市町村は14存在する。ここで示す都合は相対的
な過剰度(余り具合)をあらわす。過剰度(余り
具合)が最も著しいのは西有田町の882%で、次
いで三瀬村と太良町が400%台と高く、引き続い
て厳木町、玄海|町、肥前町、伊万里市が300%台
を示しており、それぞれ厳しい状態とみられる。
また庸津市も261%で同様に厳しい状態といえ
る。さらに鎮西町と山内町が100%台の後半を示
す。それ以外に「過剰であるj市町村として嬉野
町、多久市、塩田町、中原町が挙げられるが、過
剰度(余り具合)はそれほどではない。
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_ 4日日%以上
_ 3日目00%
|ゆ湾料i 200-3削
| 1日目00%
図2 市町村別にみた耕地の受入可能量に対する家畜排j世窒素量
(揮散量を除く)の割合 (2000年)
。éJ~ a 
過剰量
_ 500トン以上
_ 4日0-5001-:-
仁コ 300-400トン
亡ゴ 200-300トン
仁コ伽ン未満
-圃 300トン以上-捌-300トン
_ 100-200トン
仁コ 100トン未満
註:図中の無数字は過剰量.赤数字は不足量を示す.
図3 市町村別にみた家畜排;世窒素量(揮散量を除く)から耕地の受入
可能量を差し引いた過不足量 (2000年)
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次の問題は、どのくらい f過剰であるj か、で
ある。そこで、この点をみたのが次の図3である。
図3は、家畜排控室素の生産量から耕地の受け入
れ可能量を差し引し、たもの、すなわち「過剰であ
る」量を示したものである。
最も過剰である市町村は伊万里市であり、過剰
(窒素量)は659トンに達する。次いで多いの
は太良町の516トンと西有田町の458トンであ
る。その次が藤津市の370トンで、さらにその次
が玄海町と肥前IHTの200トン台となっている。そ
の他に三瀬村、厳木町、多久市、山内町、塩田町、
嬉野町で過剰となっているが、その量は100トン
未満で多くない。
以上の2つの事柄から、佐賀県において家畜排
世窒素量が大量に過剰となっている地域として大
きく 2つの地域が存在していることが分かる。す
なわち、 1つは唐津市、玄海町、肥前i町、鎮西町、
すなわち上場台地とその周辺の伊万里市、および
その南の西有田町といった県北西部であり、もう
lつは県南部の太良町である。上場台地を 1つと
みれば、上場台地と伊万里市・西有田町と太良町
の 3 つの地域がそれぞれ400 トン~1000 トン水
準の家畜排世窒素量が過剰な状態となっている地
域であるということカ3できる。
一方、菌3では同時に、窒素の「不足しているj
市町村における f不足しているj量も示した。最
も不足しているのは佐賀市であり、不足量は621
トンに達する。次いで不足しているのは川部町と
白石町で、それぞれ300トン台である。また、そ
れに次ぐのが千代田町、有明町、鹿島市および三
日月町の200トン台。さらにこれらの市町村の周
辺に、不足量100トン台の市町村が数多く位置し
ている。すなわち、佐質平坦と白石平坦に「不足
しているJ市町村が広く分布していることが分か
る。
以上のことから、佐賀県においては、一方で上
場台地と県北西部中山間地域と県南部の太良町に
おいて大量の家畜排控室素壁が過剰な状態にあ
り、他方で佐賀平坦・自若平坦といった有明海沿
岸の水田平坦部に広く窒素量不足市町村が存在し
ており、アンバランスな地域的2極分化が形成さ
れていることが確認される。
4.家畜排j世蜜素震過剰14市前村の寵種内訳
では、このような家音排控室素量の地域的2極
分化の状況から、どのような問題解決の方向が考
えられるのかを検討することが求められるが、そ
の場合、生産サイドと利用サイドの内容をともに
検討する必要がある。そこで、次に、まず生産サ
イドの中身をみる目的で、そこにおける畜穣の内
容をみてみたい。表2は家畜排I世窒素量が過剰と
なっている上記14市町村の畜種内訳を示したも
のである。
ここから畜種において大きく 2つの地域タイプ
表2 家寵排j控室棄豊(揮散量を除く)が耕地の受入可能量を越える
14市町村の家畜排浩謹嚢震の畜種別内訳(%)
実数(トン) 構成比(%)
乳用牛 舟牛 豚 採卵鶏 ブロイラー 乳用牛 肉用牛 目事 採卵鶏 ブ口イラー
鎮西 町 28 136 14 3 15.8 75.3 7.5 1.5 
玄 j毎 医7 29 293 14 2 8.6 86.5 4.2 0.7 
m~ 尽日 町 27 289 111 6.3 67.7 26.0 
唐津市 46 223 67 103 160 7.7 37.2 11 .2 17.3 26.7 
伊万里市 16 546 18 81 316 1.6 55.9 1.8 8.3 32.3 
議5 村 95 0.7 99.3 
厳 木 目7 2 126 1.4 98.6 
酉有田町 99 9 32 376 19.2 1.8 6.2 72.8 
太 良 町 14 77 66 523 2.0 11.4 9.7 76.9 
嬉 野 町 9 17 1 1 147 4.8 9.1 6.1 79.9 
:j!， ノ 久市 38 81 23 52 61 14.8 31.8 9.2 20.3 24.0 
中 原 町 4 26 14 10.0 58.3 31.7 
出 内 町 7 38 25 4 9.7 50.8 34.1 5.5 
士孟 自 町 16 33 8 17 58 12.0 25.3 6.0 12.7 44.0 
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の存在が確認される。 lつは上場台地と伊万里市
における肉用牛主体のタイプであり、もう lつは
西有田町と太良町におけるブロイラー主体のタイ
プである。量的にみると、上場合地に肉用牛由来
の窒素が941トン、伊万里市にもi苛様に肉用牛由
来の窒素が546トン、西有田町にブロイラー由来
の窒素が376トン、太良町にも同由来の窒素が
523トン排il止されている。こうして家音排il!t窒素
といってもそれが出来する具体的な畜種は異なっ
ている点に注意する必要がある。
5.家畜排濯物由来の霊嚢の利用菌の内器の検討
一一今後の課題一一
以上のような内容を持った家畜排世窒素の存在
が明らかになったが、ではこのような家畜排准物
資源をどのような地域のどのような農家・経営が
利用する可能性を持っているのかを検討すること
が次の課題であるが、しかしこの課題は最も困難
な課題でもある。それは、このような資源の利用
は有機農業の展開や社会経済情勢の変化に伴って
変化するものでもあり、またガーデニングや緑化
公開等での利用増加など、農家・農村以外にも視
野を広げる必要があり、多様で複雑な要因がから
んでいるからである。また、輸送費が問題となる
ことから、県南部の太良町や県鹿部の西有田町の
場合は長崎県も視野に入れる必要性も出てくる。
このような多様な条件やその変化も想定した家畜
排世物資源の利用サイドの検討が今後の研究課題
となる。
(註 1)}京阪靖生 (2000) r家畜耕地物の循環利用の現状
と諜題J!1!H本水産省農業環境技術研究所編 ri良薬
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p.38。徳本祐助 (2001) r輸送モデルによる土佐Il己
流通計画の試作J 燦業研究センター経営研究3
49、pp.45-51。および凶尾道徳 (2004) r日本
における作物及ぴ家叢生産にともなう窒素負荷の
現状と諜怒J(農林水産政策研究所循環利用プロ
ジェクト研究資料原稿)など。
(言主2)築城幹典・原田靖生(1997) r我が閣における家
畜持n世物発生の実態と今後の課題J 環境保全と
新しい資産(社)農林水産技術情報協会、 p.20。
(註3)志賀一一 (1994) 民耕地の有機物受け入れ容id
と畜産廃棄物J酪J1:M総合研究所、 p.44。
(言jA)商尾道徳 (2003) r統計データに基づく家畜ふん
尿窒言葉のフローシートと土壊負荷主i伎の推定j
日本土壌肥料学会誌~ 74 (6)、pp.721-730o
(註5) i良家以外の農業卒業他調資報告書j (2002) 
2000年世界農林業センサス第4巻、農林水産省
統計情報部。
